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奈良県立病院機構 西和医療センターの産科診療 

における総合医療センターとの医療連携について 

 

 平素は、奈良県立病院機構の運営に、ご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。 

 さて、奈良県西和医療センター（三郷町三室）におきましては、一時中止していました産

婦人科診療を平成２７年に再開し、西和地域産婦人科医療の充実に努めてきたところです。 

このたび、西和医療センターと同じく当機構が運営する奈良県総合医療センターが、昨年

５月に奈良市七条西町に移転開院したこと等も踏まえ、“これまで以上に母子の安全・安心

を高め、かつ質の高い産婦人科医療を提供する”ため、特に産科分娩につきまして、西和医

療センターと総合医療センター間での連携を一層進めていくことになりました。 

具体的には、妊婦健診・産後健診については、これまでどおり西和医療センターで継続妊婦健診・産後健診については、これまでどおり西和医療センターで継続妊婦健診・産後健診については、これまでどおり西和医療センターで継続妊婦健診・産後健診については、これまでどおり西和医療センターで継続い

たしますが、分娩につきましては、奈良県総合医療センター周産期母子医療センターが担当 

する体制に移行いたします。 

 総合医療センターの周産期母子医療センターは、ＬＤＲ（陣痛分娩回復室）、ＭＦＩＣＵ

（母体・新生児集中治療室）、ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）、ＧＣＵ（継続保育室）等、最

新の設備を備えているほか、総合医療センターの医師・助産師が、西和医療センターでの診

療情報（カルテ）を即座に確認できるように、電子カルテ参照システムを整備しました。 

 ５月末より西和医療センターでの分娩を予約いただいている方への説明を開始するなど、

円滑な移行に向けた準備を進めており、令和元年８月１日（木）をもって、新しい診療体制

に移行することを予定しています。 

 引き続き分娩予定者、ご家族の皆様にご不安のないよう丁寧な説明に努めてまいります。 

 皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

  

 

ご説明・ご相談 担当窓口 

  奈良県西和医療センター 患者支援センター 

  電話０７４５－３２－０５０５（内線２１１９） 

    窓口対応時間 平日 午前８：３０～午後５時１５分 

                                                      





周産期母子医療センター周産期母子医療センター周産期母子医療センター周産期母子医療センター

＜説明用リーフレット＞



Webサイト http://www.nara-hp.jp/

周産期センターFacebookでは周産期センター

の情報を定期的に発信しています



車で来られる方へ

〈〈〈〈大阪方面から大阪方面から大阪方面から大阪方面から〉〉〉〉

・ 第二阪奈有料道路中町ランプ下り出

口右折（有料道路を利用される場合）

・ 阪奈道路三碓ICから県道7号線（枚方

大和郡山線）ハモイケ橋東詰交差点

を左折

〈〈〈〈学園前方面から学園前方面から学園前方面から学園前方面から〉〉〉〉

・ 県道7号線（枚方大和郡山線）ハモイ

ケ橋東詰交差点を左折

〈〈〈〈奈良方面から奈良方面から奈良方面から奈良方面から〉〉〉〉

・ 国道24号西九条町南交差点から県道

７号線（枚方大和郡山線）城町中交差

点を右折

〈〈〈〈郡山方面、国道郡山方面、国道郡山方面、国道郡山方面、国道25252525号線から号線から号線から号線から〉〉〉〉

・ 国道25号今国府町交差点から都市計

画道路大和中央道（大和郡山環状

線）を北進

バスで来られる方へ

路線バスのご案内（PDF）

・ 近鉄学園前駅～ 所要時間25分程度

・ 近鉄西ノ京駅～ 所要時間15分程度

・ 近鉄郡山駅 ～ 所要時間10分

・ 近鉄奈良駅 ～ 所要時間35分

・ ＪＲ奈良駅 ～ 所要時間30分





産婦人科病棟のご案内産婦人科病棟のご案内産婦人科病棟のご案内産婦人科病棟のご案内

3333階東病棟（産科階東病棟（産科階東病棟（産科階東病棟（産科30303030床・婦人科床・婦人科床・婦人科床・婦人科13131313床・乳腺外科床・乳腺外科床・乳腺外科床・乳腺外科5555床・女性共用床・女性共用床・女性共用床・女性共用1111床）床）床）床）

産婦人科病棟のある3階東病棟は、センター入院棟3階

にあります。産婦人科混合のレディース病棟ですが、

周産期母子医療センターと産科病室はユニット化されて

います。周産期母子医療センターと産婦人科外来は

外来棟3階にあり、隣接しています。同じフロアにＮＩＣＵと

小児病棟があります。

□2018年度分娩実績

分娩件数 703件 うち帝王切開 223件（32％）

母体搬送 155件

□2019年度診療・看護体制

産婦人科医師 16名 助産師 28名 看護師 13名

� 産婦人科医師、新生児科医師は夜間休日も1名以上が

常在しています。

� 日勤は10～14名、夜勤は5～6名の助産師・看護師が勤務

し、安全・安心な看護体制をとっています。

� 日本助産評価機構が認定したアドバンス助産師が8名、

国際ラクテーションコンサルタントの資格試験に合格した

助産師が2名が在籍し、専門的な助産ケアを提供しています。

当センターは奈良県唯一の地域周産期母子医療センター

に認定されています



周産期母子医療センターのご案内周産期母子医療センターのご案内周産期母子医療センターのご案内周産期母子医療センターのご案内

3333階東病棟（階東病棟（階東病棟（階東病棟（LDR3LDR3LDR3LDR3床・床・床・床・MFICU6MFICU6MFICU6MFICU6床）床）床）床）

� 周産期母子医療センターにはＬＤＲ（陣痛分娩室）3室、ＭＦＩＣＵ（母体胎児集中治療室）3室があり、ＬＤＲでは分

娩開始から原則産後1日目まで移動することなく、ゆっくり過ごしていただけます。

� ＭＦＩＣＵでは24時間365日母体搬送を受け入れています。ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）も隣接しており、必要時は

新生児科医師が分娩に立ち会い迅速に対応します。

� 分娩は赤ちゃんのお父さん又はご家族おひとりのみ立ち会いができます。周産期センターには各部屋個別のＢ

ＧＭ装置が整備されており、ご希望の音楽を流しながらリラックスしてすごしていただけます。

� 分娩準備教育として母親学級を妊娠前期（原則第1水曜日）と後期（原則第2水曜日）に1回ずつ、ファミリー教室

を後期に1回（原則第3土曜日）に開催しています。



入院室のご案内入院室のご案内入院室のご案内入院室のご案内 3333階東病棟産科階東病棟産科階東病棟産科階東病棟産科24242424床（床（床（床（4444床室床室床室床室4444部屋部屋部屋部屋 個室個室個室個室8888室）室）室）室）

4床室の洗面コーナーとトイレ

4床室

Ｂ個室（1日9,720円）

・病室はすべて南側に面し、4床室でも窓からの採光が得られます。

・4床室、個室共に洗面台、トイレ、シャワー室を完備しています。

・消灯は22時です。

・面会は平日・休日とも14時～20時です。

感染防止などの観点から中学生未満のお子様は病室には入れません。

（ロビーやデイコーナーで面会して頂けます）

・産後の面会は休息や育児を優先するために、ご家族のみにさせていた

だいています。

・退院は経腟分娩が産後5日目、帝王切開が術後6日目です。ただし、

医師の指示によります。退院は午前中でお願いしています。

☆当センターでは母子の愛着形成と育児技術

の習得のために母子同室制をとっています。

また、母乳育児を推進しています。ただし、

赤ちゃんの状態やお母さんのお疲れによって

は、新生児室で赤ちゃんをお預かりすることも

できます。

☆新生児無呼吸の早期発見や対応のために、

ご希望の方には、生後3日まで赤ちゃんに呼

吸心拍モニターを使用しています。（無料）

☆入院中に沐浴指導と退院指導を実施してい

ます。

☆ご希望の方には産後2週間健診（自費）を実施

しています。



施設・アメニティのご案内施設・アメニティのご案内施設・アメニティのご案内施設・アメニティのご案内

お産セットを準備していますので、身軽に入院が可能です。

足りなくなっても病棟内に自販機があります。

７Ｆレストラン（桃谷樓 med7th）

コンビニ（セブンイレブン）

１Ｆカフェ（ラ・ポーズ）

・産後にお祝い膳を提供しています。

・夕食は主菜を2種類から選択できます。

・朝食は主食と飲み物を選択できます。

・おやつをお出ししています。

（※いずれも治療食の方は除きます）


